
議論の方向・考え方（第１回懇話会提示）

使用割合

薬剤費

服薬情報の一元的・継続的
管理の状況

薬剤費

人口推計等 第二期と同様

府民の健康の保持の増進

①生活習慣の改善

歯科保健対策

母子保健対策

青少年期の保健対策

②高齢期の健康づくり・介護予防

がんの予防
※➀生活習慣の改善（喫煙）含む

がんの早期発見

精神疾患

認知症

医療の効率的な提供の推進

精神疾患

認知症

京都府高齢者健康福祉計画の推進 第二期と同様

関係機関との連携・協力 各分野の連携を踏まえた記載へ

医療費の見通し

目標と整合的になるよう議論
【国推計システム】
　◆各種取組を踏まえた入院外医療費見込み
　　　　○後発医薬品の普及による効果
　　　　○特定健診・特定保健指導の実施率の達成効果
　　　　○糖尿病重症化予防の効果
　　　　○重複投薬の見直しによる効果
　　　　○多剤投与の見直しによる効果
　◆病床機能の連携及び推進の成果を踏まえた入院医療費見込み

公表等について 進捗状況等を毎年度管理

5疾病（精神疾患）

5疾病（がん）　

保険者協議会を通じた取組の推進＋関係機関相互の連携

5疾病（脳卒中）

5疾病（心筋梗塞等の心血管疾患）

5疾病（糖尿病）

後発医薬品の使用割合

服薬情報の一元的・継続的管理の推進

国推計システムの結果を記載
　入院外医療費見込み
　　後発医薬品の数値目標達成による効果
　　特定健診・特定保健指導の数値目標達成の効果
　　糖尿病重症化予防の効果
　　重複投薬の見直しの効果
　　多剤投与の見直しの効果
　入院医療費見込み

＋介護サービスの提供量の見込み

・組織を設置し、進捗状況等について意見をいただく
・見通し初年度及び最終年度を除く毎年度公表

重点課題と主な取組

5疾病（がん）

在宅医療

5疾病（脳卒中）

5疾病（心筋梗塞等の心血管疾患）

5疾病（糖尿病）

③後発医薬品

④服薬情報の一元的・継続的管理

5疾病（精神疾患）

全体医療費

国民健康保険医療費

後期高齢者医療費

医療需要に対する病床数

現行の医療提供体制

将来推計人口

二次医療圏ごとの目標

生活習慣病の状況

特定健診・特定保健指導の実施状況

メタボリックシンドロームの減少率

後発医薬品の状況

健康長寿の実現に向けた目標及び施策等並びに関係機関との連携・協力

議論を踏まえた見通し策定の方向性（案）

策定の根拠規定等を記載

・医療費は取組の結果であり、あくまで見通し
・ライフステージ全体を通じた地域包括ケアの観点を強調

推進すべき施策（対策の方向） 他計画等の議論を踏まえた記載（＋追加的項目）

医療費の推移及び動向
第二期記載事項(「全体医療費」及び「後期高齢者医療費」)に加
え、国保広域化に併せて「国民健康保険医療費」を記載。

生活習慣病及びメタボリックシン
ドロームの状況

第二期と同項目（＋追加項目）を記載
　・推計システムに用いる項目の施策の状況の記載
　・推計システムに用いる項目の医療費の状況の記載  を検討

医薬品の状況 （追加）

目指すべき目標 他計画の議論を踏まえた記載（＋追加的項目）

推進すべき施策（対策の方向） 他計画の議論を踏まえた記載（＋追加的項目）

京都府地域包括ケア構想を踏まえた記載

目指すべき目標

病床等の状況

他計画の議論を踏まえた記載（＋追加的項目）

医療費を取り巻く現状と課題

骨格
策定の趣旨

策定の背景

第二期と同様策定に当たっての京都府の
考え方

生活習慣病の重症化予防の推進

健康づくりの推進

特定保健指導の実施率

予防接種の普及啓発の推進

特定健診健康診査の実施率

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率

喫煙率

受動喫煙の機会を有する者の割合

京都府中期的な医療費の推移に関する見通し策定方向性（案） 資料１ 


